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1.  平成23年2月期第3四半期の業績（平成22年2月21日～平成22年11月20日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 184,484 △2.2 △1,187 ― △1,352 ― △1,142 ―

22年2月期第3四半期 188,690 ― △3,910 ― △4,047 ― △2,336 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 △60.91 ―

22年2月期第3四半期 △124.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 110,097 17,437 15.8 928.19
22年2月期 112,797 18,653 16.5 993.32

（参考） 自己資本  23年2月期第3四半期  17,417百万円 22年2月期  18,640百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年2月期 ― 0.00 ―

23年2月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年2月21日～平成23年2月20日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 256,000 △1.1 1,900 292.7 1,600 265.8 970 0.9 51.63



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 18,787,619株 22年2月期 18,787,619株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q 22,274株 22年2月期 21,864株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 18,765,519株 22年2月期3Q 18,764,498株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する定性的情報 

当社が経営の基盤を置く九州経済は、緩やかながら個人消費に持ち直しの動きが見られるものの、急速な円高

の進行等により企業活動をはじめ様々な面で影響が出ることも想定され、九州における小売業を取り巻く環境は

依然として厳しい状況が継続しております。  

 

＜当第３四半期会計期間の主な取り組み＞ 

このような状況の下、当社はお客さまに対して今まで以上にご満足いただける商品やサービスをご提供すると

ともに新たな店舗展開を進めることで、当第３四半期会計期間（８月 21 日～11 月 20 日）の既存店売上高は、前

年同期に比べ 101.2%、既存店客数は 100.5%と好調に推移いたしました。 

・ お客さまの低価格志向にお応えするためイオンのプライベートブランド商品である「トップバリュ」の拡販

等に継続的に取り組み、当第３四半期会計期間では、温かさや着心地の良さに加えファッション性にもこだ

わった機能性インナー「トップバリュ ヒートファクト」等の展開を強化してまいりました。 

・ 全国のイオングループの直営売場とショッピングセンター内に出店している専門店の総力を結集して行う

全国一斉セールとして、10 月上旬に「まるごと値下げの５日間」を実施し、集客に大いに貢献いたしました。 

・ 店舗展開では、当社のホームセンター運営のノウハウを活かした上で新たな商品の展開と魅力ある価格を実

現するため、新しいタイプのホームセンターを６月に開店し、当第３四半期会計期間においては、２号店と

なる「スーパーワイドマート溝陸（みぞろく）店」（長崎県大村市）を開店いたしました。 

・ 本年１月より展開を開始しているサイクル専門店の新店として、「イオン サイクルショップフォレオ博多

店」（福岡市博多区）と「イオン サイクルショップ那の川店」（福岡市南区）を開店し、合計で６店舗とな

りました。 

・ お客さまのお買い物の利便性向上に向けた取り組みとして、イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の拡大に継続

的に取り組み、当第３四半期末の累計発行枚数は約 94 万枚となりました。また、「ＷＡＯＮ」は地域限定カ

ードの発行にも力を入れており、10 月 22 日には大分県の由布院温泉旅館組合の加盟旅館等でもご利用いた

だける「ゆふいん湯歩（ゆぽ）ＷＡＯＮ」が発行され、地域のお客さまにご利用いただくとともに地域活性

化への貢献を図ってまいりました。 

・ 昨年よりジャスコ若松店（北九州市若松区）で実施しているネットスーパー「らくらくスーパー」について、

他の地域にお住まいのお客さまにも同サービスをご提供するため、10 月 21 日より大野城サティ（福岡県大

野城市）でも展開を開始し、大野城市のほか太宰府市・春日市・福岡市の一部のエリア等でもご利用いただ

けるようになりました。 

・ 当社では、環境保全活動・社会貢献活動に継続的に取り組んでおり、９月には、中学生の環境教育の一環と

して宮崎県都城市立山田中学校に太陽光発電システムを寄贈いたしました。 

 

＜当第３四半期累計期間の概況＞ 

当第３四半期累計期間における既存店売上高は、回復傾向にあるものの春先の低気温の影響を受け春物衣料や

園芸関連商材の売上が伸び悩んだことなどにより、前年同期比 98.2％となりました。 

売上総利益では、在庫削減や売価変更の削減に継続的に取り組むことで売上総利益率は 26.8％となり、前年同

期に比べ 0.6 ポイント改善いたしました。 

経費面では、ローコスト経営の推進を継続的に行なってまいりました。特に、店舗運営コストの見直しによる

設備費の削減や効果的な販促媒体の変更などに取り組み、販売費及び一般管理費で前年同期に比べ 29 億 28 百万
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円の削減ができました。 

 

この結果、当第３四半期累計期間の営業収益は 1,844 億 84 百万円(前年同期比 97.8％)、営業損失は経費削減

効果や売上総利益率の改善により前年同期から 27 億 23 百万円の改善ができたものの 11 億 87 百万円となりまし

た。経常損失は 13 億 52 百万円（前年同期に比べ 26 億 94 百万円改善）、四半期純損失は 11 億 42 百万円（前年同

期に比べ 11 億 94 百万円改善）となりました。 

 

(２) 財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

【資産】 

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて 26 億 99 百万円減少し、1,100 億 97 百万円となり

ました。これは主に在庫削減に努めたことによる商品の減少及び減価償却等に伴う固定資産の減少によるもので

す。 

【負債】 

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて 14 億 83 百万円減少し、926 億 59 百万円となり

ました。これは主に賞与引当金の増加がある一方で、仕入れに係る支払手形・買掛金が減少したことによるもの

です。 

【純資産】 

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて 12 億 15 百万円減少し、174 億 37 百万円とな

りました。これは主に利益剰余金の減少によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ 77 百万

円減少し、当第３四半期累計期間末には 41 億 51 百万円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

営業活動による資金の増加は 11 億 97 百万円となり、前年同四半期累計期間に比べ 10 億 88 百万円の収入増加

となりました。これは主に、税引前四半期純損失が前年同期に比べ 20 億 28 百万円改善できたことによるもので

す。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

投資活動による資金の減少は 16 億 41 百万円となり、前年同四半期累計期間に比べ 17 億１百万円の支出減少と

なりました。これは主に、新規出店や既存店改装投資の見直しを行い投資コストの抑制に努めたことによるもの

です。 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

財務活動による資金の増加は３億 66 百万円となり、前年同四半期累計期間に比べ 34 億 84 百万円の減少になり

ました。これは主に、短期借入金及びコマーシャルペーパーの減少によるものです。 

 

(３) 業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間における業績につきましては、概ね計画どおりに推移しており、2010 年４月６日に発表

しました通期の業績予想につきましては、本資料発表時点において修正はありません。 
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２．その他の情報 

(１) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

 

(２) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(2010年11月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(2010年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,151 4,228

受取手形 104 119

売掛金 1,421 1,032

商品 24,655 26,435

その他 7,080 5,440

貸倒引当金 △13 △0

流動資産合計 37,399 37,254

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 34,788 35,663

その他（純額） 14,347 15,583

有形固定資産合計 49,135 51,247

無形固定資産 154 149

投資その他の資産   

差入保証金 16,268 16,702

その他 7,148 7,474

貸倒引当金 △9 △30

投資その他の資産合計 23,407 24,146

固定資産合計 72,697 75,542

資産合計 110,097 112,797
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(2010年11月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(2010年２月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 1,702 2,198

買掛金 24,288 26,395

短期借入金 7,400 10,300

1年内返済予定の長期借入金 4,741 5,258

コマーシャル・ペーパー 7,000 7,000

未払法人税等 82 691

賞与引当金 1,808 593

役員業績報酬引当金 25 6

店舗閉鎖損失引当金 69 －

その他 15,969 15,771

流動負債合計 63,088 68,215

固定負債   

長期借入金 18,840 14,868

退職給付引当金 6 －

その他 10,725 11,059

固定負債合計 29,571 25,928

負債合計 92,659 94,143

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,144 3,144

資本剰余金 9,192 9,192

利益剰余金 4,348 5,679

自己株式 △40 △39

株主資本合計 16,645 17,976

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 772 663

評価・換算差額等合計 772 663

新株予約権 20 13

純資産合計 17,437 18,653

負債純資産合計 110,097 112,797
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 2009年２月21日 
 至 2009年11月20日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2010年２月21日 
 至 2010年11月20日) 

売上高 177,398 173,356

売上原価 130,873 126,872

売上総利益 46,524 46,484

その他の営業収入 11,292 11,127

営業総利益 57,817 57,612

販売費及び一般管理費 61,728 58,799

営業損失（△） △3,910 △1,187

営業外収益   

受取利息 64 59

テナント退店違約金受入 110 71

補助金収入 50 －

その他 82 79

営業外収益合計 307 210

営業外費用   

支払利息 384 322

その他 58 52

営業外費用合計 443 375

経常損失（△） △4,047 △1,352

特別利益   

固定資産売却益 661 －

貸倒引当金戻入額 － 3

特別利益合計 661 3

特別損失   

固定資産除売却損 10 16

減損損失 － 109

店舗閉鎖損失 243 69

開発物件撤退処理損失 － 57

その他 20 29

特別損失合計 273 282

税引前四半期純損失（△） △3,659 △1,630

法人税、住民税及び事業税 151 137

法人税等調整額 △1,473 △625

法人税等合計 △1,322 △487

四半期純損失（△） △2,336 △1,142
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【第３四半期会計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期会計期間 
(自 2009年８月21日 
 至 2009年11月20日) 

当第３四半期会計期間 
(自 2010年８月21日 
 至 2010年11月20日) 

売上高 55,254 55,802

売上原価 41,033 40,974

売上総利益 14,220 14,828

その他の営業収入 3,627 3,649

営業総利益 17,848 18,478

販売費及び一般管理費 19,809 19,524

営業損失（△） △1,961 △1,046

営業外収益   

受取利息 21 19

テナント退店違約金受入 23 53

その他 24 29

営業外収益合計 70 102

営業外費用   

支払利息 125 100

その他 33 2

営業外費用合計 159 103

経常損失（△） △2,050 △1,047

特別利益   

固定資産売却益 661 －

貸倒引当金戻入額 － 0

特別利益合計 661 0

特別損失   

固定資産除売却損 0 9

店舗閉鎖損失 210 －

投資有価証券評価損 － 29

その他 18 －

特別損失合計 229 38

税引前四半期純損失（△） △1,617 △1,085

法人税、住民税及び事業税 44 45

法人税等調整額 △643 △423

法人税等合計 △599 △378

四半期純損失（△） △1,018 △706
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 2009年２月21日 
 至 2009年11月20日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2010年２月21日 
 至 2010年11月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △3,659 △1,630

減価償却費 4,674 4,183

減損損失 － 109

賞与引当金の増減額（△は減少） 919 1,214

退職給付引当金の増減額（△は減少） 142 6

受取利息及び受取配当金 △98 △91

支払利息 384 322

有形固定資産除売却損益（△は益） △651 16

売上債権の増減額（△は増加） △646 △374

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,634 1,767

未収入金の増減額（△は増加） 593 △1,124

仕入債務の増減額（△は減少） △3,737 △2,602

預り金の増減額（△は減少） 417 247

その他 △111 115

小計 861 2,160

利息及び配当金の受取額 53 48

利息の支払額 △389 △318

法人税等の支払額 △416 △692

営業活動によるキャッシュ・フロー 109 1,197

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,266 △1,722

有形固定資産の売却による収入 921 －

差入保証金の差入による支出 △53 △43

差入保証金の回収による収入 788 527

預り保証金の受入による収入 338 227

預り保証金の返還による支出 △936 △564

長期前払費用の取得による支出 △131 △37

その他 △3 △29

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,342 △1,641

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,800 △2,900

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 6,000 －

長期借入れによる収入 － 8,200

長期借入金の返済による支出 △3,816 △4,745

自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △131 △187

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,851 366

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 617 △77

現金及び現金同等物の期首残高 3,397 4,228

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,015 4,151
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(４) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(５) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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